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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 ）は、インターネットに関するマーケティング並びにコンサ
ルティングを行う株式会社ＡＱＵ先端テクノロジー総研（代表取締役社長 子
安 克己 千葉市中央区）がまとめた調査資料、「ソーシャルテクノロジーが
拓く未来戦略 ソーシャルメディアにおけるビジネス市場開発に関する調査」
を販売開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/shop/goods/$/id/8552/

■■ 商品概要 ■■

ソーシャルメディアは、共感マーケティングをキーワードに、今後、企業の商
品開発、販売、顧客サポート、さらには、企業（商品）・個人のブランディン
グにも役立ってゆくと考えられる。

これまで、株式会社ＡＱＵ先端テクノロジー総研ではスマートフォン、
タブレット端末、ＳＮＳ市場などを調査
する中で、テクノロジーが人と人とのコミュニケーションを加速させ、ネット
ワークをさらに拡大してゆくと予測していた。２０１１年の東日本大震災以降
ソーシャルメディアは人と人とのつながりだけでなく、社会にとって、また企
業にとっても、きわめて重要なプラットフォームになってきたといえよう。

世界的にみても、２０１１年２月、安定した独裁政権とみなされていたエジプ
トのムバラク政権が、わずか１８日間で崩壊。そのエジプト革命において大き
な役割を果たしたのが、Facebook、ツイッター、YouTube等の、いわゆるソーシ
ャルメデイアであった。また若者たちを中心とした社会活動においては、米国
欧州、ロシアなど全世界的にも、ソーシャルメディアを活用する動きが顕著と
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なっている。

2011年9月  には全世界の会員数が8億人を超えたFacebookだが、日本でも利用規
模は拡大しており、8月には日本国内で1000万人を超え、ｍｉｘｉ、Ｔｗｉｔｔ
ｅｒなどとともに、ソーシャルメディアの一翼を担うようになってきた。また、
Google＋は6月28日  の公開以降、招待制で試験運用されていたが、9月20日  に一
般向けベータ版に移行、誰でも利用可能になったことから、大幅に増加してい
る。

ソーシャルメディアは世界的な市場成長が見込まれ、今後、６０～８０％の成
長が予測される。ここにおいて、重要なことはオンライン・ツー・オフライン
（Ｏ２Ｏ）、すなわち、オンラインで見つけてきた消費者を、実世界の店舗に
連れてくる、というトレンドがでてきており、米国の場合、１兆ドル規模の地
域消費がオンラインへ移り始めており、レストラン、コーヒーショップ、スポ
ーツ教室、クリーニングなどの集客に効果を発揮している。ソーシャルコマー
スの売上は2015年までに、世界で6倍（B2Bがさらに上乗せ）になるとみられる
ソーシャルコマースの売上は2015年までに、世界で6倍（B2Bがさらに上乗せ）
になるとみられる。

ところで、ソーシャルメデイアが生み出しつつある、ビッグデータ（非構造化
データ）は、その解析技術・活用ノウハウが今後のビジネス戦略にとって重要
となる。ちなみに、２０２０年には、全世界のデータ総量は３５ゼッタバイト
（ZettaBytes）に、また毎年の増加率は４０％に達する（ＩＤＣ）。こうした
観点からもライフログビジネスなど、ソーシャルメデイアの未来を意識した取
り組みが大切となってくるだろう。

当調査では、ソーシャルメディア市場の展望と今後のビジネスチャンス、ソー
シャルメディアテクノロジーの現状と将来、ソーシャルテクノロジー・ビジネ
ス利用の動向、ソーシャルメディア・主要企業のビジネス戦略、ソーシャルメ
ディア・プラットフォームにおけるビジネス戦略、ソーシャルメディアにおけ
る、ネットビジネス戦略ノウハウ、ソーシャルメディアのユーザー動向につい
て、調査分析している。当調査が皆様のビジネス開発、研究開発、製品サービ
ス開発に少しでも寄与できましたら幸いです。
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